
 
 
 

公約を実行するための工程表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北 九 州 市 

平成２３年５月 



【特記事項】 

 

１ 公約番号 

  公約に掲載されている公約項目の番号。 

 

２ 公約を実行するための主要な施策・事業 

  公約に書かれた内容に対応する個別の施策・事業。 

 

３ 事業 

（１）各公約項目の事業数の集計において、平成２３年度予算額が「０円」のものは、

事業数にカウントしない。 

（２）一－１「緊急経済雇用対策の推進」、一－１「生活密着型公共事業の重視」、 

一－６「グリーン公共事業の比率の向上」については、関係する多くの事業を

束ねた事業群であるが、事業数の集計上は、それぞれ１事業としてカウントし

ている。 

 

４ 予算 

  予算額の単位は千円とする。なお、予算額のうち「※」のついたものは、再掲あ

るいは、他の事業の一部として予算額としては重複しているもので、平成 23 年

度予算額計の集計上は、重複分を削除している。 

 

５ 備考 

（１）実施内容の補足説明等を簡潔に示している。 
（２）一つの施策・事業が、複数の公約項目の実現に関係する場合、最も関係する項

目を主とし、それ以外の項目へは「再掲」「一部再掲」としている。 

 

※ 事業の見直し 

  各種施策・事業の実施にあたっては、社会経済状況の変化、制度等の改正に応じ

て工程表の掲載事業の見直しなどを行う。 

 



Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額

1

※150,820,401

※25,897,280

70,500,000

43,443

37,800

12,739

82,110

2

8,347

5,000

産経

中小企業支援センター経営支援事業

北九州市産業雇用戦略見直し事業

再掲の事業を含む

 産学官連携研究開発推進事業 産経

再掲の事業を含む

 

財政

産経

 ビジネスチャンス拡大支援事業

産経

産経

産経

 緊急経済雇用対策の推進

中小企業融資

 

 生活密着型公共事業の重視

 

中小企業技術開発振興助成金

所管局 備     考

総企

景気・雇用を回復するため、引き続き緊急経済雇用対策の推進に最善を尽くします。中小企業の経営安定に資するよう、地元発注に努め、生
活密着型公共事業の重視、中小企業支援対策を推進するとともに、中小企業の技術開発や営業力の強化、新分野や海外への進出などを支
援するワンストップサービスを充実します。

　  ７　事業　　　H２３予算額計　　　１０７，０２５，７６７千円　　

公約
番号

一、　環境とアジア！北九州を元気にする緑の成長戦略

低炭素関連の国内投資を市内外から呼び込み、緑の成長戦略を推進します。国の新成長戦略の中に掲げられた環境未来都市・環境国際戦
略総合特区の指定を目指すとともに、環境エネルギー産業の振興をはじめ、急激に変化する時代に適合するため北九州市産業雇用戦略の見
直しを行います。

公約を実行するための主要な施策・事業

 

環境未来都市・国際戦略総合特区推進事業 

産経

環境未来都市、
国際戦略総合
特区への応募、
指定

北九州市の環境未来都市、環境国際戦
略総合特区に係る施策の推進

制度実施
震災対策として融資制度を随時拡充

　関連事業の実施

子育て、教育、身近な道路、公園など市民の生活に密着した
公共事業の重点化を図り、市内企業中小企業の受注増加を
促す。
・保育所の適正配置
・障害者スポーツセンター整備事業
・学校施設耐震補強事業
・学校図書館空調設備整備事業
・地域に役立つ公園づくり事業　など

北九州市中小企業支援センターにおいて、
　・窓口相談
　・専門家派遣
　・情報提供等
をワンストップで実施

中小企業の技術開発力の向上及び技術集約型企業への
転換を促進するため、中小企業の新技術や新製品の開発
に対し、研究開発に必要な経費の一部を助成

地元中小企業の受注開拓・販売拡大を支援するために、
以下 の事業を実施する。
　・販路開拓支援プロジェクト事業
　・大規模展示会等出展支援事業
　・受注拡大商談会
　・巡回指導・マッチングコーディネイト事業

中小企業向け助成金
大学向け助成金
技術動向調査等　を実施

見直しの検討 計画
施行
（6月）

緊急経済・雇用対策本部の設置期間延長
適時的確な対策の実施
 ＜経済対策＞
　　中小企業への支援、公共事業等の実施、消費拡大・
　　にぎわいの創出
 ＜雇用対策＞
　　　雇用対策、就業支援、人材育成
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

96,840

3

50,000

5,000

2,006,000

100,000

4

1,166,851

13,900

5

50,000

10,000

先導的低炭素化技術拠点形成事業

など　 ８　事業　　　H２３予算額計　　　２，３３４，７２０千円

 産経

 

環境

建都

アジア低炭素化センター（アジアグリーンキャンプ）を中心に、産学官連携を深め、省エネなど環境技術、水ビジネスなどアジアへの環境ビジネ
スの積極的展開をはかります。

H28年度
土地区画整理事業完了

アジア低炭素化センター推進事業

次世代エネルギー社会基盤の整備をめざすスマートコミュニティ創造事業（東田地区）や、ゼロ・カーボン先進街区事業（城野地区）を成功に導
きます。

地球環境にやさしい事業所や住宅の普及をはかるため、低炭素型投資への支援制度を拡充します。事業所の省エネや太陽光発電、ヒートポ
ンプ導入、屋上緑化など環境に配慮したビル、集合住宅の新築改修を積極的に進めるための支援策を充実します。

ゼロ・カーボン先進街区形成推進事業

中小企業アジア環境ビジネス展開支援事業 環境

環境

　　２　事業　　　H２３予算額計　　　１，１８０，７５１千円

 

 省CO2住宅普及促進事業

など　 １０　事業　　　H２３予算額計　　　１９３，３２３千円　　

 中小企業省エネ設備導入促進事業

建都

 北九州スマートコミュニティ創造事業 環境

環境産業融資 環境

環境モデル都市・低炭素まちづくり市民「見える化・感じ
る化」事業

環境

共同住宅のエ
コ新築や既存
住宅のエコリ
フォームに対
する助成制
度を新設

土地区画整
理事業の都
市計画決定、
事業認可

案件発掘、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ形成、国の資金等獲得、事業化
海外ビジネスミッションの派遣
アジア環境調査等の実施

市内中小企業の技術輸出に際して、海外で行う実証試験
への助成

関連システ
ム・機器の
開発・設置
など

設置した機器、システムによる実証の実施
機器、システムの追加設置

助成の継続実施

省エネ設備導入支援

工事着手 宅地の一部販売

研究会設置
研究開発助成　等

中小企業に
対する省エネ
設備導入支援
制度創設

若松区役所に
太陽光発電や
LED照明を設
置

新エネルギー
の普及拡大、
省エネルギー
の推進を目的
に融資制度創
設

制度運用
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

59,264

6

※22,500,747

7

10,000

2,000

5,000

8

171,388

2,860,645

海外水ビジネスの推進

 

港空

など　１５　事業　　　H２３予算額計　　　４５４，７１１千円

広域物流基盤の積極的活用、整備の促進

など　２６　事業　　　H２３予算額計　　　１３，０７１，１６４千円

北九州空港の航空貨物拠点化への推進

港空

建設
水道

アジアなど国内外での本市産業の競争力を強化するため、国内外における貨物航空の拠点化、空港島への企業誘致を目指した空港施設の充実、港湾など
広域物流基盤の積極的活用、整備を進めます。

など　　５　事業　　　H２３予算額計　　　１１９，２６４千円

 

 

 

ノーマイカー普及戦略事業

　　　１　事業　　　H２３予算額計　　　１９，７７１，４８５千円

環境

環境

低炭素型の安全なまちづくりを推進するため、地域防犯灯・街路灯のＬＥＤ化を積極的に推進するなど、公共事業（平成22年度12月補正後、全
会計で1100億円）は、生活道路や公園・住宅、放置竹林対策、河川など環境に配慮したグリーン公共事業の比率を高めます。

再掲の事業を含む

ESD推進事業

環境

グリーン公共事業の比率の向上

環境の市民力を高め、市民参加型の環境学習を推進するため、ESD（未来パレット）など環境学習システムを再構築します。古紙回収やノーマイカー運動、植
樹、里山保全、打ち水活動など市民が主体となって取り組む環境活動に対する支援策を充実します。

 

 市民植樹・美しいまちづくり事業 環境

公共事業において、環境負荷低減や資源の有効利用、環境
保全・再生・創造等を目的とした「グリーン公共事業」を積極
的に実施する
（例）　・建築物、設備の長寿命化及び省エネルギー化
　　　　・太陽光、風力発電など新エネルギーの有効活用など

事務局機能の強化

地域や学校教育への普及促進

「ESDの10年
・世界の祭典」
の事業計画策
定

「ESDの10年・世界の祭典」
の事業計画の実行

「ESDの10年
・世界の祭典」
の開催

ビジネス展開に必要なプロモーション活動と、具体的な
案件の受注
「ウォータープラザ」での実証研究
下水道ハブの整備
技術交流

新たな港湾計画、次期物流戦略基本方針の策定

港湾施設の整備（国直轄事業など）

企業訪問やセミナー開催等、ポートセールス活動の実施
による集荷・創貨の取組み

北九州港の利用を促進する補助制度の実施

ノーマイカーデーの実施
PR用チラシ等作成
普及促進のための調査、分析

記念樹配付（秋、春２回）
ホームページの運営
広報活動の実施

貨物便の誘致
貨物の集貨
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

9

7,022

12,415

10

117,376

38,000

137,301

11

46,200

※1,376,000

など　　６　事業　　　H２３予算額計　　　２９，８３７千円

産業観光推進事業等

産経

世界遺産登録を目指す八幡製鐡所をはじめ、市内各地域に今も残る工場群を掘り起しネットワーク化するとともに、工場萌えやエコツアーなどにより交流人口
増や地元消費拡大につなげる産業観光の振興に力を入れます。また、地域課題に取り組むソーシャルビジネスなど、本市で新たな可能性を拓く産業分野の
育成を進めます。

中高年齢者の就業支援事業 産経

ソーシャルビジネス振興事業等

 建都「環境首都総合交通戦略」の拡充

交通弱者に配慮しつつ低炭素型の街づくりを本格的に進めるため、「北九州市環境首都総合交通戦略」の拡充を行います。環境首都にふさわしい交通体系
を実現するため、公共交通結節点の整備を加速し、エコドライブの推奨、通行分離を進めた安全な自転車専用道の計画的整備を進めます。

※平成23年度拡充分は
17,800千円

若者ワークプラザの運営や合同面談会による求人・求職のマッチング支援、求職者のニーズに応じた能力開発、若者のチャレンジショップ事業の拡大など
様々な施策を充実し、特に新卒者・中高年齢者、障害者などを対象とした積極的な雇用対策を進めます。

建設 一部再掲の事業を含む

など　　１３　事業　　　H２３予算額計　　　３３４，０３３千円

 

産経

産経

産経

若者ワークプラザ北九州運営事業

求職者を対象としたスキルアップ事業

公共交通結節点の整備

＜モビリティマネジメントの実施＞

公共交通利用促進用「総合公共交通マップ作成・配布

＜デマンドタクシーの運行助成検討＞

導入に向けた調査・検討

＜幹線バス路線BRT化推進事業＞

低公害・バリアフリー車両導入助成

公共交通優先システム（PTPS）導入状況調査

＜筑豊電気鉄道LRT化検討＞

LRT化の影響、効果検討

黒崎駅
（北口駅前
広場、歩道
橋、エレ
ベーター完
成予定）

黒崎駅
（南口ペデ
ストリアン
デッキの改
修完成予
定）

城野駅
（城野駅南
口線、南北
連絡通路完
成予定）

産業観光協力事業所の発掘
環境修学旅行ガイド育成・活用
周知・誘致セールス活動強化
新たな工場夜景観賞スポットの発掘

工場夜景観賞
バスツアーの定例化

環境修学旅行誘致促進
協議会設置

工場夜景観賞ツアーの
クルージングの造成

啓発活動、実現可能性調査、ビジネス創出検討など

高年齢者就業支援センターの運営
再就職トータルサポート事業の実施
ふるさとハローワーク事業の実施

就業に関する相談、助言
各種就業関連情報の提供
就職支援講座の実施
中卒者のための進路相談室等

資格取得対策講座や就職支援講座など、３つの柱を立
てて講座を実施
景気動向や雇用情勢を注視しながら、事業内容を検討
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

500,000

12

0

8,000

3,623

15,880

 

産経

 
計画の期間は5年間
（平成23年度～27年度）

産経

建設

 地元産食材ブランド力強化事業

鳥獣被害対策の推進

小倉都心部に先行的に着
手し、黒崎副都心や各区
の地域中心核に拡大

北九州市「明日の農林水産業を考える懇話会」の提言をふまえて、（仮称）「北九州市農林水産業振興計画」を策定します。北九州市の山の幸、海の幸など食
の豊かさを情報発信する「食のブランド化」、学校給食食材の調達率引き上げなど地産地消をさらに推進するほか、鳥獣行政を強化します。

など　１３　事業　　　H２３予算額計　　　１，９４０，４５７千円

自転車専用レーンの整備

産経

産経

など　　７　事業　　　H２３予算額計　　　４０，８３０千円

水産物ブランド強化事業 

（仮称）「北九州市農林水産業振興計画」の策定

 

関連事業の進行管理

進捗状況
の検証

ブランド産品のＰＲイベント等の実施
他業種との取引結びつけ

計画策定

水産物の安全性の確認
ＰＲイベントの実施
漁業活性化勉強会の開催

市民からの相談受付体制の強化
追払いやワナによる捕獲
専門家による人材育成

小倉都心部
自転車ネット
ワーク実施
計画策定

小倉都心部（三萩野魚町線外）
自転車専用レーンの整備着手

既存事業に合わせた自転車専用レーンの整備
（城野駅南口線、大門木町線、中央町穴生線、３号線ほか）
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

1

2,530,192

2

2,600

6,500

3

177,177

4

※321,688

5

897,000

25,000

　　１　事業　　　H２３予算額計　　　１７７，１７７千円

１　事業　　　H２３予算額計　　　２，５３０，１９２千円

教育

教育

学校の図書室への空調機設置

跳んだりはねたり元気な子どもたちを育成するため、保育所・幼稚園園庭の芝生化を実施します。

など　　２　事業　　　H２３予算額計　　　３１６，４８８千円

子どもたちの読書活動を活発にするため、快適で子どもたちに親しまれ活用される学校図書館の本格的整備を実施します。

 

私立幼稚園における幼児教育環境の充実と子育て支
援

幼児教育を重視し、私立幼稚園への支援を充実します。

子家

一部再掲の事業を含む教育

子家

学校図書館図書の充実

 保育士配置基準の独自改善の実施

質の高い保育を実現するため、保育所児童一人あたり保育士配置基準の独自改善を実施します。

乳幼児等医療費支給制度の拡充

教育

 

二、　子どもは「宝」！確かな育ちを支える未来戦略

など　　４　事業　　　H２３予算額計　　　９，１００千円

幼稚園園庭芝生化モデル事業

子どもを持つ家庭の医療費負担のさらなる軽減のため、中学3年生までの入院医療費の無料化を実施します。

保育所園庭芝生化モデル事業 子家

私立幼稚園への支援拡充の検討、実施

入院医療費の助成を、中学校３年生まで拡充（１０月～）

モデル事業
実施

１歳児の保育士配置基準
　　児童：保育士＝６：１　を　５：１　に改善

他の年齢での実施検討

モデル事業
実施

全園への
AEDの設置を
推進

全小・中学校図書室への空調機設置工事の実施
　（既に設置されている学校を除く）

効果・課題等を検証し、今後の事業展開を検討

効果・課題等を検証し、今後の事業展開を検討

図書の整備率向上に向けた重点整備

図書の整備率向上に向けた取組
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

29,300

14,445

6

0

0

7

3,662

8

9,450

※71,508

35,460

18,877

教育

　　０　事業　　　H２３予算額計　　　０千円

　　４　事業　　　H２３予算額計　　　９６５，７４５千円

※Ｈ22年度補正（Ｈ23年
度へ繰越）

35人以下学級実施に伴う市費講師配置事業の拡大

学校図書館職員の配置 教育

教育学校図書館の環境整備事業

教育35人以下学級実施に伴う教室整備事業

スクールヘルパーの拡充

子どもたちが確かな学力を身につけるため、経済界などとも連携した新たな学習支援事業を小中学生対象に実施します。

教育

子家

教育

子ども会等地域活動の支援

１　事業　　　H２３予算額計　　　３，６６２千円

スクールソーシャルワーカー活用事業 教育

など　　７　事業　　　H２３予算額計　　　１３５，０６７千円

教育

スクールヘルパー制度など地域・家庭・学校が一体となった取り組みの着実な推進をはかるとともに、教員が子どもたちと向き合う時間を確保できるよう新たな
支援策を検討します。

少人数によるゆきとどいた教育を実現するため、現行小学校１、２年生、中学１年生で実施している35人以下学級の拡大を進めます。

校務支援システム導入運用事業

一部再掲の事業を含む

学習支援型アフタースクール事業

拡大状況に応じた施設整備

専門家派遣による出前講演など、保護者への啓発活動
ボーイスカウトなど活動団体への支援
異年齢集団での活動、自然体験などの活動への支援

学校図書館嘱
託職員を14の
モデル校区に
1名ずつ配置

学校図書館嘱託職員の配置拡充の検討
及び実施

実施学年や必
要な教員配置
を検討

検討に基づき事業を推進

モデル校の指定、事業の実施、調査・研究

ブックヘルパー
等の増員

スクールヘルパーの拡充に向けた検討及び実施

校務支援シ
ステムのモデ
ル実施、テス
ト運用

スクールソーシャルワーカーの活用

校務支援システムの本格稼動

８名体制４名体制

図書の整理・
分類、補修
データベース化

モデル事業の効果・課題等を検証し、
事業を実施

　校務の情報化による事務負担軽減と
　校務情報データ等の保護強化
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

9

1,000

1,982

4,320

10

21,400

36,900

11

45,311

0

7,821

　　３　事業　　　H２３予算額計　　　５６，２９０千円

発達障害者総合支援事業

乳幼児発達相談指導事業（わいわい子育て相談事業）

悩みや困難に直面する子どもたちを応援するため、「若者応援センター」の機能を充実強化します。　また、児童養護施設への支援を充実します。

など　　４　事業　　　H２３予算額計　　　７，３０２千円

教育

子家

総合療育センターの機能の充実

など　　１１　事業　　　H２３予算額計　　　２，００８，５２０千円

児童養護施設等への支援

発達障害児等への支援体制を強化し、市立総合療育センターの再構築を推進します。

子家

小１プロブレムにさらに対応するため、保育所・幼稚園と小学校との連携を強化充実します。また、中１ギャップなど課題克服にむけた小中一貫・連携教育を推
進します。

基本的生活習慣等の家庭への啓発

保育所、幼稚園、小学校の連携の推進
（（仮称）保幼小連携プログラムの作成・配布　など）

子家
教育

子ども・若者応援センター「ＹＥＬＬ」の運営 子家

保福

保福

小中一貫･連携教育モデル推進事業 教育

計画に盛り込んだ施策を適宜実施

相談体制の充
実（１名増）
コーディネート
機能の強化
（１名新設）

自立支援メ
ニューの検討

事業拡充

体制強化に向
けて関係機関
と協議

乳幼児健診
項目の検討

健診項目の見直し

処遇困難児受
入加算制度の
創設

児童居室個室
化の実施

検討を進めながら、実現可能なものから
適宜実施

（仮称）保幼小連携
  プログラムの作成

新１年生学校生活ガイド「なかよし」の配布
                                （小学校新１年生用）
家庭教育リーフレット「きほんのき」の配布
                      （小学校入学前（３～５歳用）

モデル校区
の拡充
シンポジウム
の開催

成果の検証
普及啓発

保幼小連携啓発研修の実施
幼児教育から小学校への情報伝達体制の整備

プログラムの活用

拡充

拡充

発達障害者支援センターの運営
発達障害の市民啓発等

次期「北九州
市障害者支援
計画」策定の
中で検討（計
画への位置づ
け）

次期「北九州
市障害者支援
計画」策定の
中で検討（計
画への位置づ
け）

全市的な取組みに向けた検討
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

12

1,500

124,000

45,500

57,599

4,149

教育

など　　８　事業　　　H２３予算額計　　　４４６，１６７千円

特別支援教育の理解啓発

東部地域における特別支援学校の整備

特別支援学級整備事業

特別支援学級補助講師の配置事業

児童・生徒増に伴う特別支援学校整備事業

教育

教育

教育

特別支援学校や学級に通う児童生徒の増加に対応する、特別支援教育の充実と体制整備を進めるとともに、特別支援教育に対する市民への啓発に努めま
す。

教育

自閉症・情緒障害教室・プレイルーム等の設計委託
及び改修工事の実施

理解啓発資料刊行
公開講座開催
特別支援教育講演会開催　など

調査実施 調査に基づく計画的な整備の推進

小倉北及び小
倉南特別支援
学校の教室等
の改修工事

必要に応じた改修工事の実施

市費講師の配
置（増員）

効果を検証し、配置を推進
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

1

90,216

12,151

2,920,235

2

911,412

1,432,585

595,740

805,879

3

158,865

保福

子家
※妊婦健康診査分は
714,728千円

病院

年長者研修大学校事業など高齢者の生き甲斐づくりの充実を進めます。

保福

気管挿管・薬剤投与認定救急救命士の計画的養成に
よる救急搬送体制の充実

病院

など　　　３　事業　　　H２３予算額計　　　２７６，７０７千円

消防

三、　高齢者もますます元気！健康福祉モデル都市戦略

保福夜間・休日初期救急医療体制確保事業

地域医療の現状や今後のあり方を勘案した上で、救急医療体制について一層の充実に努めます。

総合周産期母子医療センターの運営

年長者研修大学校及び穴生ドーム運営事業

妊産婦健診の無料化を着実に実施するとともに、周産期医療の確保充実を進めます。がんをはじめ各種健康診査の受診率向上のため、さらに工夫した取り
組みを進めます。

など　　８　事業　　　H２３予算額計　　　３，１１２，３２０千円

母子健康診査

など　　１０　事業　　　H２３予算額計　　　３，８２３，６１６千円

特定健診・特定保健指導

健康診査

救命救急センター、第２夜間・休日急患センター、小児
救急センターの運営

保福

薬剤投与資格の取得
気管挿管実習履修のため協力病院へ派遣

救命救急センター（２４時間・３６５日体制）
第２夜間・休日急患センター
小児救急センター（２４時間・３６５日体制）
の運営

リスクの高い分娩や高度な治療が必要な新生児に対する
２４時間体制での専門的な医療の提供

初期救急医療体制の維持・確保

がん検診フェア実施

効果的な受診促進事業の実施

健診データ・レセプトを活用した事後フォローの充実

CKD(慢性腎臓病)予防連携システムの開始

健康診査実施、効果的な受診促進事業の実施

女性特有のがん(子宮頸がん・乳がん)検診無料クーポン発行

大腸がん検診無料クーポン発行

教養、趣味、レクリエーションなど年長者研修大学校
での各種講座の開催
生涯現役夢追塾の開催
全天候型ドーム式多目的グラウンド「北九州穴生ドーム」
の運営

公費助成の維持

健診内容の
検討

健診内容に
ついて関係
機関と協議
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

4

40,421

120,000

15,720
 

1,198,413

5

12,414,000

6

362

122,162

保福自立支援事業

１　事業　　　H２３予算額計　　　１２，４１４，０００千円

など　　２７　事業　　　H２３予算額計　　　１，９５５，６３９千円

国民健康保険事業 保福

不正受給防止対策推進事業

など　　３　事業　　　H２３予算額計　　　２４７，４５８千円

国民健康保険料について、全政令市の中で低い水準の維持に引き続き努めるとともに、制度の大幅改定が予想される国民健康保険制度の見直しについて、
地域の実態をふまえた制度改善にむけ、国への提言活動を推進します。

学校給食等を活用した食育の推進

保福

生活保護の不正受給の防止を徹底するとともに、稼働年齢層受給者への個別支援方式による施策の導入など、実効性ある生活保護受給者の自立支援に取
り組みます。

教育

保福

健康マイレージなど健康づくり事業の拡充をつうじた高齢者への支援事業を充実します。また、健康な食生活を普及するため、家庭、学校、地域における食育
を一層重視します。

健康マイレージ事業

建設健康づくりを支援する公園整備事業

保福

食育の推進

健康づくり
公園の整備

東西各１箇所
づつ、健康
測定公園を
整備予定

国民健康保険料の法定軽減の補填に係る経費等を一般
会計から繰出し、国民健康保険料の低水準を維持する

効果的な不正受給防止対策の検討
啓発の推進
関係機関との連携強化

イベント、職域
との連携
参加者の裾野
の拡大
事業実施方法
の見直し

民間キャリアカウンセラーと求人開拓員を配置
年金受給資格調査員を活用し、年金受給資格調査を支援

「元気にエンジョイ！健康生活プロジェクト」の実施
地域食育講座、食育キャンペーン等の実施
人材育成・関係団体等への支援・ネットワークづくり

新計画に基づ
く食育の推進

現計画評価、新計画検討・策定

事業実施 見直し後の事業実施

全市立中学
校（６２校）で
中学校完全
給食の実施
（４月～）

・学校給食を活用した食育の推進
・食に関する指導の全体計画の作成
・食に関する指導実践事例集、食育指導
　リーフレット、学校における食育推進の
　手引き等の活用
・特色ある食育推進のための地域人材の
　活用支援
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

7

96,124

25,800

8

490,000

9

5,000

2,500

4,339

障害者スポーツセンター整備事業

「いのちの電話」への支援の充実をはじめ、きめの細かい相談支援体制を整備しながら市の自殺率低減をめざします。

保福

障害者相談支援事業

障害者が自立して元気に暮らせるよう、市役所の持つ相談機能を充実するとともに、厳しい雇用情勢にかんがみ、障害者しごとサポートセンターを拠点に、求
人、求職双方に対する就労支援のための取り組みを一層推進します。

保福

保福

保福

１　事業　　　H２３予算額計　　　４９０，０００千円

障害者スポーツの振興のため、移転再整備する障害者スポーツセンターの早期開設をめざします。

など　　５　事業　　　H２３予算額計　　　１６１，６８５千円

障害者就労支援事業 保福

自殺対策事業

など　　４　事業　　　H２３予算額計　　　２７，３３９千円

自殺防止啓発・電話相談員育成支援事業 保福

社会福祉団体等補助（北九州いのちの電話運営活動
費）

北九州障害者しごとサポートセンターの運営

障害者雇用促進事業の実施

障害者就業支援カウンセラーの配置

障害者雇用アドバイザーの派遣開始

就労支援のさらなる強化

バリアフリー化
等の工事実施

「北九州いのちの電話」が実施する電話相談やボランティア
研修、自殺予防に係る広報・啓発事業への支援

「北九州いのちの電話」
相談員の能力向上研修
等への支援

自殺対策啓発及び自死遺族支援
ゲートキーパー養成及び支援者研修
自殺予防こころの相談電話
自殺対策連絡会議

４月オープン
（予定）

計画に盛り込んだ新たな障害者相談支援
体制を適宜整備

次期「北九州
市障害者支援
計画」策定の
中で検討（計
画への位置づ
け）

北九州市障害者地域生活支援センターの運営
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

1

487,344

8,618

2

140,900

3,000

3

25,629

市文

など　　２７　事業　　　H２３予算額計　　　６０２，５９９千円

スポーツ施設の整備

構想の推進にあたっては、
市民・議会等の意見をよく
聞いて進める。
概ね５年後の完成を目指
す。

新球技場構想の推進 市文

四、　にぎやか、あったか！向こう三軒両隣のふれあい戦略

男女共同参画、ワークライフバランス（仕事と生活の両立）、人権が尊重される社会の創造に引き続き努めます。

映画やグルメ・漫画・工場群など北九州市に集積された資源を活かした街のにぎわいづくりを推進します。また、コンベンション支援の充実に努め、2012年開
催予定の青年会議所・商工会議所女性会連合会など全国大会の成功を期します。

など　　２９　事業　　　H２３予算額計　　　７４２，６３７千円

総企にぎわいづくり推進事業

スポーツ施設の整備に取り組むとともに、多種多彩な市民スポーツの振興を推進します。全国的にも集客が可能なスポーツ大会開催や遊歩道・登山道の整
備などハードソフト両面からウォーキングやランニング環境の充実をはかります。
サッカー、ラグビー、コンサートなど若者に夢のある都心のにぎわいを創出し、市民が熱き心をひとつに北九州市のプロスポーツチームを育て支援する拠点と
して提案した新球技場の構想は、具体的計画の公表と設計の際、二度立ち止まって、市民・議会の声をよく聞いてすすめます。

子家

人権の約束事運動 保福

男女共同参画の推進

民間イベントの支援

北九州市にぎわいづくり懇話会運営補助

情報誌｢雲のうえ｣による都市PR

ディスカバー北九州の取組み

北九州市集客交流計画の実施（平成19年～25年）

＜戸畑D街区スポーツ施設整備事業＞

基本計画
文化財調査
解体実施設計 既存建物解体

施設毎に順次、基本･実施設計、工事

＜鞘ヶ谷競技場改修事業＞

＜ユニバーサルデザイン化推進事業＞

第2期改修 第3期改修

トラック改修
工事

整備方針に基づく計画的な構想の推進

公共事業評価

市民意識調査

第３次男女共
同参画基本計
画策定

第２期指定管
理期間開始

＜ワーク・ライフ・バランス推進事業＞

企業等の取組支援と幅広い広報啓発

＜男女共同参画基本計画推進事業＞

第２次男女共同参画基本計
画の進捗管理

第３次男女共
同参画基本計
画の進捗管理

講座等の実施講座等の実施講座等の実施

＜男女共同参画センター管理運営＞

講座等の実施

各種団体・企業等への参加登録の勧誘強化

出前講演やシ
ンポジウム等
の開催
整備方針の
策定
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

742,064

2,700

0

4

899,003

54,312

※8,100,300

（仮称）北九州市漫画ミュージアムの開設 市文

青年会議所全国大会等への支援

平成20年７月、基本計画
の内閣総理大臣認定。

商店街活性化への支援 産経

など　　１６　事業　　　H２３予算額計　　　９６３，１３６千円

建都中心市街地活性化基本計画の推進

核となる商業の活性化や面的整備を進めながら小倉・黒崎中心市街地の活性化を進めるとともに、市内各商店街の特色を活かした支援策を充実します。

観光客誘致のためのニューツーリズム創生事業 産経

産経

など　　３０　事業　　　H２３予算額計　　　４，９９６，１０９千円

小倉都心や黒崎副都心の活性化に寄与する道路整備
等

建設 一部再掲の事業を含む

計画に基づく各種事業の推進
フォローアップ

設計 建築工事、
展示工事

モニュメント製作

施設オープン

運営体制の確立
事業内容の策定
資料、図書の収集
設置条例（H24.6月議会）
プレイベント実施

施設オープン
　⇒ミュージアム運営事業へ移行

着地型観光実施主体の確立及び着地型観光メニューの
開発・発掘
着地型観光実施人材の育成
シュガーロードの周知活動強化

商店街の活性化に向けた事業への支援を行う効果的な支
援メニューの検討・策定

＜開設準備＞

＜設置工事＞

支援内容の
検討
関係団体と
の協議

具体的支援
の実施
関係団体と
の協議

工場夜景観賞バスツアーの定例化、クルージングの造成
新たな工場夜景観賞スポットの発掘

・黒崎バイパ
 スの皇后崎・
 前 田ランプ
 完成 予定
・小倉駅北口
  ペデストリア
  ンデッキ完
  成予定

・黒崎駅前線
  完成予定
・博労町線完
　成予定
・小倉駅南口
　 、黒崎駅南
　口ペデスト
　リアンデッキ
　完成予定

・国道１９９号
  砂津バイパ
　ス 完成予定

・砂津長浜線
　 等事業推進
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

5

31,978

6

173,506

7,000

0

1,000

5,000

7

3,000

１　事業　　　H２３予算額計　　　３，０００千円

ふれあいの地域づくりの課題と手法を検討する（仮称）「コミュニティ再生検討委員会」を設置します。

北九州市立大学図書館の整備

市文

産経

（仮称）「コミュニティ再生検討委員会」の設置

など　　７　事業　　　H２３予算額計　　　２１５，０８７千円

中央図書館を中心に地区図書館や学校図書館などとも連携した図書館文化施策の充実を進めます。

市立図書館の機能・サービスの充実 教育

市立図書館と学校とのネットワークの充実 教育

旧戸畑区役所庁舎図書館活用事業 教育

教育黒崎副都心「文化・交流拠点地区」整備事業（図書館）

地域伝統文化の活性化をはかるため、市指定有形無形文化財の保存・継承事業を推進します。

文化財の保存・継承 教育

など　　４　事業　　　H２３予算額計　　　３１，９７８千円

市指定・吉祥
寺木造阿弥
陀如来坐像
修理補助

重要文化財・門司港駅修理補助
・所有者、文化庁、県教委等との連絡調整,
　事業の進行管理
・市補助金の交付、国・県補助金の手続き

指定文化財の公開
文化財の維持管理
文化財パトロール
文化財の普及啓発

＜指定文化財保存修理事業＞

＜文化財保存保護事業＞

＜文化財管理保全事業＞

無形民俗保存団体等が行う文化財保護事業への補助
重要文化財の管理事業への補助

＜文化財説明板の整備＞

　整備数５０箇所（新設：２８箇所、建替え２２箇所）
　１９８箇所（H21末）　⇒　２２６箇所

（年間１０箇所） （年間１０箇所） （年間１０箇所） （年間１０箇所）

調査、基本
計画策定

供用開始

供用開始

施設整備
開館準備

施設整備
開館準備

実態調査の
実施、地域
課題を抽出
（仮称）コミュ
ニティ再生検
討委員会の
設置、開催

委員会で検討
を進め、市に
提言書を提出

ネットワークを活用した連携の推進図書館ネット
ワークの基盤
の充実

インターネット予約の開始等、機能・サービ
スの充実

インターネット
予約の検討、
オンライン商
用データベ
ースの導入

基本設計、実
施設計、整備
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

8

3,500

9

16,406

10

5,325,237

11

2,840

40,000

12

56,012

「地域カルテづくり」などを進めながら例えば買い物難民対策などハードソフト両面から住民主体のまちづくりを進める市民主体・提案型の地域コミュニティ活性
化事業を充実します。

１　事業　　　H２３予算額計　　　１６，４０６千円

地域カルテづくり事業

水の安全・安心基盤整備等 建設

市文

建築基準法に基づく行政代執行等による危険性の排除

　　２　事業　　　H２３予算額計　　　４２，８４０千円

建都接道不良空き建築物に対する除却費用の一部助成

建都

暴力追放運動の強化

一人暮らしの高齢者などの孤立を防ぎ、安心できる街にするため、いのちをつなぐネットワーク事業をさらに充実強化します。

など　　３　事業　　　H２３予算額計　　　１６，１１７千円

所有者が不明で倒壊の危険などの問題をかかえる老朽廃屋について、危険防除のできる制度の創設を検討します。

いのちをつなぐネットワーク事業 保福

大雨災害に備えるため、紫川などの治水対策・河川改修を国・県との連携で積極的に推進します。

など　　４　事業　　　H２３予算額計　　　５，３２５，２３７千円

市文

など　　５　事業　　　H２３予算額計　　　５６，０１２千円

暴力を許さない安全で安心な街づくりを推進するため、暴力追放運動の強化を図ります。

～10月　運用基準等の作成
　　　　　第三者検討委員会設立

～9月　要綱等作成

＜浸水被害の解消に向けた工事の実施＞

市の事務・事業における暴力団排除措置
市民等に対する情報提供や安全対策上の支援
青少年に対する教育等のための措置

地域福祉ネットワークの充実強化
・区役所組織の強化（H23.4）
・民児協、社協などの地域福祉団体との連携強化
・水道、電気、ガス、新聞配達など市民生活に関わりのある
　企業と連携した、早期発見、早期対応の仕組みづくり

モデル事業の成果等を見ながら実施校区を
拡大

【河川整備】紫川、相割川、笹尾川、金剛川、東谷川、母原川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
【下水道整備】吉志地区、恒見地区、徳吉地区　　など

事業の実施

事業の実施

防犯カメラ設置調査

各区1校区を
選定し、モデ
ル事業を実
施
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

1

9,800

2

275,000

3

3,696

4

10,270

23,196

1,000

181,890

行財政改革の取り組みを検討する外部機関として、新たに委員会を設けます。

協働指針作成事業

など　　１３　事業　　　H２３予算額計　　　２４３，００２千円

重点交流国・地域との経済交流推進事業 産経

ベトナム・中国・韓国をはじめ東アジアや、欧米の環境先進都市もふくめた友好・協定都市や福北・関門・北大・南九州市など国内外の都市間の連携、経済文
化交流を促進します。

広域行政の推進 総企

インドとの交流推進事業 総企

行政と市民活動団体とが連携して進める市民協働事業を推進するため、協働のあり方に関する基本指針を作成します。

区行政推進事業 市文

１　事業　　　H２３予算額計　　　２７５，０００千円

地域のまちづくり活動を支えるため、区長権限の拡大など区役所の充実と支援機能の強化を行います。

市文

五、　市民との協働・連携！信頼される市役所刷新戦略

総企

１　事業　　　H２３予算額計　　　９，８００千円

（仮称）行政改革調査会の設置

東アジア経済交流推進機構 総企

１　事業　　　H２３予算額計　　　３，６９６千円

「（仮称）行政改革調査会」の設置
行政改革の取組みの調査・検討

東アジア
都市協力
フォーラム

機構総会 機構総会

機構事業

セミナー開催

庁内組織検討 都市交流検討

区役所が主体性・独自性を発揮し、施策、事業を展開する
ための経費を予算化、事業実施

基礎調査実施
検討委員会設
置、開催

検討委員会で
素案作成
パブコメ実施
指針策定

販路開拓支援
部材調達支援
対日投資促進

海外チャレン
ジショップの
拠点拡大

福岡市、下関市、南九州市、近隣市町村との連携・交流事業
の継続

新たな都市と
の連携基盤
づくり

中津市との連携事業の協議及び実現

大分市との連携事業の協議及び実現
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

5

3,500

1,660

8,110

0

保福

平和に関する指導の充実 教育

戦時資料展示コーナー管理運営事業 市文

　　３　事業　　　H２３予算額計　　　１３，２７０千円

戦没者等慰霊事業

北九州市非核平和都市宣言推進事業

平和の大切さを伝えるため、嘉代子桜の植樹を推進するとともに、平和市長会の取り組みなど、非核平和都市宣言都市の関連事業を推進します。

総企

「嘉代子桜・親子桜」の植樹
非核平和都市宣言の周知

見学者の増加に向けて効果的な広報活動の実施

戦没者追悼式（５回）
原爆犠牲者慰霊平和記念式典（８月９日）
海外における福岡県出身戦没者の慰霊巡拝（２回）

全市一斉の平和に関する指導月間（７月）の設定及び
学校への周知
「戦時資料展示コーナーをより詳しく知ってもらう
ために」の活用
「平和に関する指導」のための教材一覧表の活用
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Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

予算額 予算額 予算額 予算額
所管局 備     考

公約
番号

公約を実行するための主要な施策・事業

1

11,600

2

6,000

3

6,000

１　事業　　　H２３予算額計　　　６，０００千円

　　　　１　事業　　　H２３予算額計　　　６，０００千円

ボランティアを含めて多くの市民が参画する北九州シティマラソンの開催の検討

文化・芸術、スポーツなどを中心に市民が主体となったイベントの開催

（市制５０周年記念イベント）　希望の半世紀を歩みたい！２０１３年・祝市制５０周年！

１　事業　　　H２３予算額計　　　１１，６００千円

大規模大会開催準備検討事業 市文

（仮称）北九州市ミュージアム構想推進事業 総企

「美しいまち北九州」をコンセプトに市民からの意見・提案をもとに、北九州市の多くの誇りや財産をわかりやすく内外に発信する北九州市ミュージアム構想の
検討

市制50周年記念事業 総企

庁内推進組織

専門家意見
聴取
各種調査実施
基本計画策定

実行体制の整備
（民間＋行政）

ミュージアム構想運営（民間＋行政）

H25.2月頃

H25.2月頃

事業実施

関係機関（警
察等）との協
種調査
基本構想検
討、策定
開催発表

実行委員会
設置
実施計画策定
大会要項、コ
ース等決定
地元説明及び
関係団体への
協力依頼

開催に向けた
準備
開催

庁内推進本部

検討委員会

基本構想策定

実行委員会

19 / 19 


